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　五感のなかで，いろいろの面で一番はつきりしない

ものは嗅覚である．嗅覚には今日なおあれこれと少な

からず不可解な牙野が残されておることは周知のとこ

ろである．さて嗅覚の研究には臨床的見地からするも

のと，実験的見地からするもめとの二途があることは

申すまでもない，実験的研究において動物が占める役

割が大きいものであることはわかりきったことであ

る．つぎに動物を嗅覚の諸実験に使用するにあたって

は，何よりもまず第一にその動物の嗅覚が健常でなけ

ればならない．動物の嗅覚の良否は人における場合と

は異なり，他覚的に判断する方法によらなければ決定

はむつかしい，ところが動物においては嗅刺戟によっ

て呼吸が影響せられ，いわゆる嗅刺戟性呼吸反射がみ

られることはっとに知られるところである．従って動

物の嗅覚を判定する手段としてこのような反射を利用

することも一方法と考えられる．もちろん近年生理学

的方面の研究分野にいわゆる電気生理学が導入せられ

ることにより，当該領域における寵児として，たとえ

ば筋電図・誘発電位等の形で用いられることとなり，

嗅覚の研究分野でももちろん駆使されるにいたってお

る現状ではあるが，まだまだ一定の成果をあげるまで

にはいたっておらない．それで私はこれまで用いられ

きたった呼吸反射をえらんで諸種検討を加えることに

した．これまで嗅覚の研究，殊に嗅刺戟性呼吸反射は

主とし．て家兎について行なわれ，モルモットが用いら

れた記載をみない．今後モルモットを実験動物として

使用する場合あらかじめ嗅覚の良否を知りおくことは

必須の条件と考えられ，これなくしては実験成績を正

しく評価することは全く不可能としても過言ではな

い．この意味においてモルモットの嗅刺戟性呼吸反射

を明らかにしたいのが私の実験の第一の目的である．

しかるところ動物の呼吸運動については各種動物につ

いて研究されておるも，残念ながらモルモットについ

ては報告がない．それでまず第一にモルモットの正常

呼吸運動について各種の見地にたって検：索をかさねて

その様相を明らかにしてから（第1編参照），つぎに

嗅刺戟性呼吸反射を検討し（第2編参照），最後に自

律神経系に作用する各種薬剤の呼吸運動及び嗅刺戟性

呼吸反射に対する影響について考察（第3編参照）を

試みんとして本実験に着手したものである．

皿．丈 献

　これまで呼吸生理の実験動物としては主として，

犬，家兎，鼠，二等が用いられておるがモルモットに

ついて行なわれた呼吸生理の実験は少ない．兵は一定

の音響によって家兎やモルモットの呼吸に著明な変化

がもたらされることを報告し，高橋は家兎の実験で同

様なことを述べておる．菅野や幽趣は一般に生物は高

温におけるほどその反応は鋭敏であるが低温において

は鈍になることを，久保は昆虫での実験で，明るい光

線に対しては鋭敏な呼吸反応を示すことを，大西は電

球を使用し，その光度をかえて行なった実験では，呼

吸運動に変化はみられないなどとそれぞれ報告してお

る，また呼吸数については，白井，安藤，生沼，栖原

等の研究があるけれども，既述のごとくモルモットに

関するもめは少なく，諸種刺戟及び条件下におけるモ

ルモットの呼吸運動に関する研究はまだないようであ

る．特に嗅覚との関連においてなされたものは殆んど

みられない．1901年Beyerは家兎につき種々な嗅素

ガスを用いたところ，嗅素の種類によって惹起される

呼吸運動の変化がそれぞれ異なることを見出し，これ

によって嗅素をつぎのごとく3種類に分類した．
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　1．呼吸頻速をきたすもの．

　2．呼吸緩徐をきたすもの．

　3．呼吸停止をきたすもの．　　　　　　　，

さらに1910年にZwaardemakerは今日なお使用され

ておるごとき嗅素の分類法を大成した．

　：第1類　純嗅素Reine　Riechstoffe

　第2類　刺戟心乱素Scharfe　Riechstoffe

　第3類　可味性嗅素Schmackende　R量echstoffe

で各類をそれぞれ9種目に分類し，逸話素をさらに細

別分類している．これによって今日の嗅覚の臨床の進

歩に非常な功績をもたらした．これより先，1870年に

Kratschmerが家兎にアンモニア，酷酸，煙草等のガ

スを鼻腔内に乱入するとき．呼吸停止をきたすことを

認め，この呼吸反射は三叉神経が健全なときは，嗅神

経が健常な場合も切断した場合もこれに影響されない

ことを観察し，その反射経路が三叉神経を経ているも

のとの見解を発表したが，彼の用いたガスはすべて

Zwaardemakerの誌上分類による刺戟性嗅素で，主と

して三叉神経に作用すると考えられておるところのも

のである．しかし1883年Gourewitschは三叉神経を

切断した家兎の鼻腔内に硫化水素ガスを送濡して同様

な呼吸停止が惹起されることを認め，このような呼

吸反射は嗅神経によっても惹起されることを主張し

た．

　1886年Afonsohnは嗅覚生理の実験において，蛙

に種々の嗅素を嗅がせると次第に呼吸数は減少して

呼吸緩徐の状態をきたすことを認め　Gourewetsch

の発見した事実を認めておる．我が国においても，

氷見，川原等はZwaardemakerの嗅素分類による山

鼠素の使用によって起る呼吸反射には，嗅神経の

刺戟によるものと，三叉神経の刺戟によるものとが

あることを認めておる．この三叉神経と嗅覚との関

係についてはすでに，1858年にMagendieが犬を用

いての動物実験で両側嗅索を切断してもなお嗅覚が存

在することを認め，鼻腔内の知覚神経である三叉神経

が嗅覚感受に一定の働きを営むもので，三叉神経幹に

は一部このような機能をもつ線維のあることを推定し

た．また1946年沖井，藤田，石見等は犬を用いて，両

側嗅球を嗅索より切断すると嗅覚は全面的に著明に減

退はするが嗅覚が残ること，さらに両側嗅索を切断し

た後，三叉神経第二枝である上顎神経をGanglion

Gassefiに接して切断するとすべての嗅素に対して全

く反応しなくなることからやはり，三叉神経が嗅覚に

対してある程度関与しているのではないかと推定して

おる．Kτauseは人間の一側の三叉神経のGanglion

Gasseriを摘出除去したところ殆んど常に，各嗅素に

崎

対する嗅覚減退を認めMagendieと同様に嗅刺戟の

一部は三叉神経によって嗅覚中枢に導かれるものと推

測しておる．．飯田は蛙の実験において鼻粘膜における

三叉神経は，嗅素の刺戟性の性質だけを伝達するもの

であろうとの見解を示している．かくのごとく，三叉

神経の嗅覚感受に対する関係は極めて深く重大なもの

であるが，嗅覚と呼吸反射についてはさらに，Stand・

man，　Bloch，　Magne，　Chilow，前田，塚本，永見，初

点，本郷，福島，中島等が実験を行ない，Chilow，塚

本は交感神経が関与することを，福島は交感神経だけ

でなく副交感神経も関与するものと述べておるが，た

だ本郷だけは嗅神経の刺戟だけがこの呼吸反射をもた

らすものだということを実験で証明しておる．また川

原，永見等は三叉神経を刺戟して起る呼吸反射の機転

に交感神経が参与していることを，その実験結果から

断言しておる．また嗅覚機構の解明については，

Aronsohn，　Dunzinger，　Velentin，　Zwaafdemaker，

Hepning，飯田，浅井等によって，嗅覚感受の機序．

心素の物理化学的特性及び分類，物理的現象としての

嗅素分子の嗅神経刺戟時のエネルギー交換の問題，嗅

覚の疲労，順応現象，嗅力測定，嗅粘膜上の諸現象，

さらににおいの変化，知覚としての嗅覚，これの時間

的関係，嗅覚と記憶，連想，本能，感情等の関係につ

いての問題を広範囲にわたって検討が行なわれてきた

が，嗅覚感受にはなおロ腔や咽頭における味覚線維も

当然関係があると考えられるが，この方面の研究は少

なくない．平田は鼻疾患患者で嗅覚障害をきたしたも

のの，半数以上に味覚障害を伴うと報告し，坂井もま

た同様に嗅覚障害と味覚障害との間に平行関係あるこ

とを報告しておるが，嗅覚感受には二二以外のもの即

ち味覚をはじめ他の知覚との合成或いは共同興奮とい

うものが重要視されてくる．かくのごとく嗅覚機構は

実に複雑多岐を極めている．

皿．呼吸描写装置

　呼吸運動が初めて描写されたのは1855年Viefordt

u：Ludwigが脈波計の榎粁を胸廓に導いて描写したも

のをもって噛矢とする．それ以来今日まで種々な呼吸

描写装置が考案使用せられてきたが，その描写の対称

物やその方法装置等を分類すると，

　1．胸廓の前後径或いは左右径の変化をプノイモタ

ンブールにより空気の圧の変化にかえてこれをキモグ

ラフイオン装置上に描記するもの．

　2．胸廓上のある一点の運動，たとえば点状突起部

に正中切開を加え横隔膜筋の末梢部と二三を糸で結ん

で，これをキモグラフイオン上に記録するもの．
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　3．胸廓上の種々なる点の運動を描写比較するもの

即ち胸廓上の一点を糸で固定し，石山，横山式プノイ

モグラフにより記録するもの．’

　4．密閉した一定容器に被検体をいれ，呼吸は短い

パイプによって容器外の空気から行なわさせると容器

の内圧は呼吸運動とともに上下する．この変動を気流

描写装置によって記録するもの．

　5．水槽に被検：体をいれ，水槽容積の変化を電媒描

写法により電磁オッシログラフで記録するもの．

　6．気管切開を行ない気管カニューレを気管に挿入

し，これをタンブールの積量によりキモグラフイオン

上に描記するもの．

　7．一定量の空気を吸入する毎に電磁石の力を借り

その呼吸量をキモグラフイオン上に記入せしめ一方呼

気の余力をもつて「マーレー氏タンブール」を動かし

て呼吸を描かしめ，呼吸量，呼吸数及び調律を同一紙

面に現わそうとするもの．

等があり，この他瓦斯計量器を使用し呼出した空気の

容量を知り，呼吸運動の状態を知ろうとするものや，

加熱白金線を気流によって冷却しこれによる空気抵抗

の変化を利用して呼吸気量を連続的に描記するもの等

がある．しかしこれらの方法或いは装置はいずれも私

が試みんとするモルモットの呼吸運動の実験には，不

都合な点が少なくない．これは一つにはモルモットが

小動物であり，かつ諸種刺戟に対して敏感であるとい

う臆病な性質のためでもあろうが，家兎のようにうま

くゆかずあれこれと苦慮すること久しきにわたった

末，ようやく一描写装置を考案し，これによってモル

モットの呼吸運動の描写が可能となり，所期の実験を

行なうことができるようになった．新しく考案した呼

吸描写装置の概要を述べんに，モルモットの胸廓の呼

吸運動をプノイモダンブーールに伝え，タンブールの

末端に2～3耗方形の鏡をはりつけ，これを一定の光

源から光線を投射して，タンブール内における空気の

波動を光に変え，これをオッシロペーパーに記録せん

とするもので暗箱内においてこの鏡とオッシロペーパ

ーとの距離を加減することや，タンブール内の空気量

を増減することによって，適宜に呼吸曲線を調節する

ようにつくられてある．この装置によれば，L比較

的小動物の呼吸運動をも十分に観察することができ

る．2．キモグラフイオンにおける自画の抵抗を排除

することができるために，呼吸運動の微細な変化をも

とらえることができる．3．時間的関係を正確に観察

することができる（附図1）．

　　　　　　IV．実験材料及び実験方法

　1．実験材料

　1．実験動物

　生後約6～12カ月の成熟したモルモット500～700瓦

重のものを，雌雄別々に，約2週間飼育し新しい環境

と飼料とに馴れきせてから用いた．

　2．モルモット固定器

　モルモットは家兎と異なり強制固定すれば，たちま

ち不安状態を呈し臆意，粗暴状態となり，呼吸の平静

を乱すので新しく固定箱を考案し，頭部を水平に保持

するために（附図1）頭部固定器を装置せしめた．な

お固定箱の底に穴をうがち放尿により身体が濡れるた

めに起る影響を避けるようにした．

　3．実験装置

　モルモットは固定箱Qによって固定しモルモットの

胸廓に剣道突起部を中心として一種のタンブールプノ

イモグラフPを密着固定する．このプノイモグラフは

硬いゴム管によって途中空気緩衝器を経て，新装置の

ガルバーの先端：Hに連結する．ガルバーの一端は非常

に薄いゴム膜でおうわれその中央部に約2粍方形の小

さな鏡を張りつけこれは空気の波動に従って左右にふ

れる．この鏡にポイントランプBからの光があたると

オッシロペーパーCがモごターMにより廻転しつつ呼

吸運動を記録してゆく．一方タイマーTもモーターM

によって廻転し，7秒毎に，スイッチが入りランプA

が点滅し，この光が細隙を通して，オッシロペーパー

に時を記録してゆく．嗅刺戟を与えたときの刺戟時の

記録はスイッチRによりランプAが点滅することによ

ってオッシロペーパーに記録される．なおモルモット

と嗅素瓶及び装置との間には衝立Nをおき，目前の諸

操作及びそれらが見えないようにし，徒らなモルモッ

トへの刺戟を避けるようにする．モルモットのマスク

はその前鼻孔及び口部を含む部位の形に合致したもの

とし，徒らに嗅素ガスが散逸しない気密な特別のマス

クを作製した，このマスクは三方コックのついた硝子

管により，一方は嗅素瓶Kに，他方は空気瓶Kノにそ

れぞれ連結せしめた．この三方コックの捻子0はその

廻転によりKまたはK！のうちいずれか一方とマスク

とを連結し，かつ廻転時には一瞬間といえども空気と

遮断されることがないようにした．嗅素瓶Kはゴム栓

を貫ぬく長短2本の硝子管中短い方はマスクに連なり

，長い方は外界に通ずる．モルモットの呼吸により嗅

素瓶上部の嗅素とよく混和した空気が吸入され，これ

に従って外界からはいった空気は底部に存する嗅素と

衝突し，ために嗅素ガスを混ずるようになる．また外

界からはいった空気はモルモットの呼吸時には再び瓶
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からでるが，この際は両ガラス管には長短あり互いに

離れておるので外界からはいった空気が，直接家兎に

吸入されるようなことはない．空気瓶Kノを嗅素瓶K

と同じ様式にしたのは，捻子0にて切りかえた際呼吸

気の抵抗に差異をつくらないためである，この装置を

無臭の室内に設け，実験に際しては諸種外来の刺戟を

避けるようにした（附図皿）．

・2．実験方法

　モルモットの正常呼吸数殊に安静位の呼吸について

は動物箱内において拘束することなく，自由な体位を

とらせたままの状態で検し固定せる：場合の呼吸やこれ

に対する音響，温度及び光線等の影響を検する場合は

モルモット固定して実験を行なった．

V．正常モルモットの呼吸運動

　1．序

　呼吸生理の実験によく用いられる動物は，主として

犬，家兎等であり呼吸運動に関する実験的研究も少な

くない．しかし正常モルモットの呼吸生理に関する研

究は少ない．諸種刺戟及び条件がモルモットの呼吸運

動にどのような影響を与えるかについての実験として

は，兵が一定の高調にして鋭い音によって著明な呼吸

変化をきたすことを報告しておるにすぎない．私はつ

ぎに詳述するがごとき諸種刺戟及び条件が正常モルモ

ットの呼吸運動に及ぼす影響について実験を行なっ

た．いずれの実験においても，モルモットの挙措動作

によく注意してその呼吸数及び呼吸状態がほぼ安定す

るのを待って，（約15分間位）から実験を始めた．

第　　1 表　　　　室温　180C～260C

番　号

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6

体　重

（9）

5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
0
5
0
0
0
0
5
0
0
0
5
0

9
0
4
5
9
4
5
0
8
6
5
5
2
2
1
5
9
0
6
5
1
9
0
5
0
3

4
6
5
5
6
6
7
7
6
4
4
5
6
6
7
6
5
5
5
4
6
6
7
7
7
6

性　別

　
　
　
　
　
　
　
S
　
　
　
　
　
　
S
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

層
　
S
　
　
　
　
S
　
S

　
　
　
　
　
　
　
S
　
　
　
　
　
　
S
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S
　
　
　
　
　
S
　
S

小
0
6
0
†
企
Q
O
†
0
†
〇
十
小
Q
↑
Q
O
†
小
O
公
り
く
・
0
0
†
小
0
0
†
0
†
小
0
0
†
0
†
塗
Q
O
†
0
†
企
Q
O
T
全
Q

1分間の呼吸数

1回12回13回

0
8
0
9
1
6
2
4
9
9
0
8
2
4
2
0
4
6
1
5
7
8
1
2
1
3

7
7
8
6
7
8
7
8
6
6
8
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

1
6
0
9
0
5
3
9
2
9
4
7
1
3
2
0
4
6
5
6
7
9
8
2
i
4

7
7
8
6
7
8
7
6
7
6
7
7
7
7
7
7
7
7
8
7
7
6
7
7
7
7

1
6
6
2
2
5
3
9
2
6
4
7
3
3
2
8
6
7
8
5
0
4
3
2
1
3

7
7
7
7
7
8
7
6
7
6
7
7
7
7
7
6
7
7
7
7
7
7
8
7
7
7

平　均

0
6
8
0
1
5
2
4
1
8
6
7
2
3
2
9
4
6
8
5
4
3
7
2
1
3

7
7
7
7
7
8
7
7
7
6
7
7
7
7
7
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

呼　吸　状　態

的

的
的

　
　
　
　
　
則

則
〃
〃
〃
〃
　
則
〃
〃

　
　
　
　
　
規

規

不
規

梢ヒ不規則
　　　〃

規

不
規

則
〃
〃
〃
〃
〃
〃
規
則
〃

的

則
的

梢ヒ不規則
　　　〃

規　　則　　的

　　　〃

　　　〃

平均1 74 73 73 73
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　2．正常モルモットの呼吸数

　1．安静位の正常呼吸数

　実験成績は第1表のごとくである．即ちモルモット

の呼吸運動を観察するに一見，不安定，不規則のよう

であるが，よく注意して観察すると，比較的安定した

呼吸数，呼吸状態であるのがわかる．

1．安静位の呼吸数は1分間に69～86で1分間の平

均呼吸数は73である．

2．妊娠モルモットはその呼吸数には著明な変化は認

められないが，他のモルモットにくらべると安定度が

低くかつ呼吸状態も不規則のことが多い．

　2．モルモット固定器に腹位固定した場合の正常呼

　　　吸数

1．モルモット固定器に高位に固定した場合の呼吸数

は1分間に76～105で，1分間の平均呼吸数は85であ

る，

2．妊娠モルモットは一般に呼吸数は増加し，呼吸状

態は不規則となる．

3．モルモットは雌雄，大小を問わず呼吸数，呼吸状

態ともに規則的である（第2表参照）．

　3．本節総括

1．モルモット安静位の呼吸数は1分間に，69～86で

その平均呼吸数は73である．

2．モルモットを固定した場合の呼吸数は1分間に，

76～105でその平均呼吸数は85である．

3．モルモットの雌雄の差，大小の差は呼吸数に木き

な影響はない．

4，妊娠モルモットの呼吸数は増加し，不規則となる．

5．飼料を与えた直後，呼吸数を計測するに呼吸数に

あまり変動はないが，呼吸状態が不規則になる．この

第2表室温18。C～26。C

番　号

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6

体　重

（9）．

5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
0
5
0
0
0
0
5
0
0
0
5
0

9
0
4
5
9
4
5
0
8
6
5
5
2
2
1
5
9
0
6
5
1
9
0
5
0
3

4
6
5
5
6
6
7
7
6
4
4
5
6
6
7
6
5
5
5
4
6
6
7
7
7
6

性　別

　
　
　
　
　
　
　
S
　
　
　
　
　
　
S
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S
　
　
　
　
　
S
　
S

　
　
　
　
　
　
　
S
　
　
　
　
　
　
S
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S
　
　
　
　
　
S
　
S

企
O
小
0
0
†
ε
○
↑
O
f
O
†
小
Q
全
Q
O
†
全
Q
公
り
ε
0
†
小
0
0
↑
O
T
全
Q
O
†
○
†
小
0
0
†
0
†
全
Q
O
†
企
Q

1分間の呼吸数

1回i2画13回

7
4
6
5
2
2
1
4
6
6
4
1
4
6
4
5
4
5
5
4
6
8
8
4
7
3

7
8
8
8
8
0
8
8
8
9
8
9
8
8
8
8
8
8
0
8
8
9
9
8
7
8

　
　
　
　
　
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

4
3
4
4
2
7
6
3
4
8
5
4
5
6
5
5
6
5
6
3
6
1
6
3
6
3

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
9
9
8
7
8

0
5
3
2
5
4
3
5
4
6
4
7
3
2
4
8
7
6
8
3
5
3
8
3
6
3

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
7
8
8
8
9
8
8
8
8
8
9
9
8
7
8

平　均 呼戸吸　状　態

規　則　　的

　　　〃

　　　〃

梢ヒ不規則

的
則
的
　
　
　
　
則
的
　
　
　
　
　
則
的
　
則
則
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
規

則
規
則
〃
〃
〃
〃
規
恥
〃
〃
〃
〃
〃
規
則
〃
規
不
二
〃
〃

規
不
規
　
　
　
　
不
規
　
　
　
．
　
不
規
　
不
梢
規

制剣 86185 84 85
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ことは殊に固定した場合において著明である．

3．音響の呼吸運動に及ぼす影響

　モルモットを固定器に固定し，ガルトン氏笛をもつ

て音響刺戟を与えた．

　1．単一音刺戟を加えた場合

　実験結果は第3表に示すごとくである．

1．音刺戟とともにモルモットは呼吸頻速，呼吸停

止，痙攣状態等不安定な呼吸変化を示す．

2．音刺戟消失後間もなくモルモットの呼吸運動は正

常に復するが，なお不安定な状態が暫時続く．

第　　3　　表

番　号

7
8
9
0
丘
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4

2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4

体　重
（9）

5
0
0
0
0
5
5
0
5
5
0
0
0
5
0
0
5
0

4
6
7
9
9
2
0
3
8
7
9
5
2
1
1
4
9
0

5
6
5
4
6
6
7
6
5
6
4
5
6
6
7
6
5
5

性　別

　
　
　
　
　
S
　
　
　
　
　
　
S
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S

　
　
　
　
　
S
　
　
　
　
　
　
　
S
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S

8
♀
♀
ε
♀
♀
δ
3
ε
♀
♀
8
♂
♀
♂
♀
8
8

音刺戟前

正　　常

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
、

音刺戟直後

呼吸頻速

　〃
呼吸停止’

痙蛮状態

呼吸頻速

　〃

　〃
呼吸停止

呼吸頻速

　〃

　〃
呼吸緩徐

　〃
呼吸頻速

　〃
呼吸停止

呼吸頻速

　〃

音刺戟除去後

門
高
速
徐
徐
速
止
速
則
速

慕
罐
欝
臨
欝
〃

呼
野
呼
野
梢
呼
呼
呼
二
面

　
　
　
徐
速
　
徐

　
　
　
緩
頻
　
緩

　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
吸
吸
　
吸

　
　
　
呼
呼
　
呼

正　　常

〃
〃
〃
〃
梢ζ正常

　〃

　〃
梢ζ乱調

正　　常

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃
梢ζ乱調

正　　常

　〃

第　　4　　表

番　号

7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4

2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4

体　重
（9）

5
0
0
0
0
5
5
0
5
5
0
0
0
5
0
0
5
0

4
6
7
9
9
2
0
3
8
7
9
5
2
1
1
4
9
0

5
6
5
4
6
6
7
6
5
6
4
5
6
6
7
6
5
5

性　別

　
　
　
　
　
S
　
　
　
　
　
　
S
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S

　
　
　
　
　
S
　
　
　
　
　
　
S
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S

ε
O
T
♀
3
♀
♀
3
♂
δ
♀
♀
δ
δ
♀
δ
♀
＄
♂

音刺戟三

一　　常

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

音刺戟直後

呼吸頻速

呼吸停止

　　〃

呼吸緩徐

呼吸頻速

呼吸停止

呼吸頻速

　　〃

　〃
粗暴状態

呼吸緩徐

　〃
呼吸乱調

呼吸頻速

粗暴状態

呼吸停止

呼吸頻速

　〃

音刺戟持続中

呼吸停止

呼吸緩徐

　〃
呼吸停止

呼吸野生

呼吸緩徐

呼吸停止

呼吸頻速

　〃
呼吸停止

　〃

　〃
呼吸頻速

呼吸停止

　〃
呼吸頻速

呼吸停止

　〃

音刺戟除去後

呼吸頻回

　〃

　〃
呼吸緩徐

呼吸頻速

　〃
呼吸緩徐

　〃
呼吸頻速

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃
呼吸乱調

呼吸停止

呼吸緩徐

　〃

正　　常

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
乱　　調

正　　常

〃
〃
〃
〃
〃
〃
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3．音刺戟は高音になるほど，モルモットの呼吸運動

に与える影響は大きい．

4．妊娠モルモットと非妊娠モルモットとの間には呼

吸変化に明らかな差異はみられない．

　2．反復音刺戟を加えた場合

　実験結果は第4表のごとくである．

1．音刺戟を反復するとモルモットの呼吸運動は，呼

吸頻速，呼吸緩徐，呼吸停止，乱調，痙攣状態等種々

な変化を著明に示す．

2．単一音の場合と異なり，低い音を連続繰り返して

も呼吸運動に上述のような変化がみられる．

3．モルモットによっては粗暴状を呈し，不安定な状

態を持続するものがある．

4．妊娠モルモットは非妊娠モルモットにくらべて呼

吸変化は著明である．

　3．本節総括

1．単一音刺戟を加えた場合は，高音に対して極めて

鋭敏な呼吸変化を起す．

2．音刺戟直後に，呼吸頻速，呼吸緩徐，呼吸停止，

痙攣i状態等の呼吸変化が秩序なく現われる．

3．単一な音刺戟の場合は刺戟音消失後，間もなく正

常な呼吸運動にかえる．

4．反復音刺戟を加える場合には，それが低い音であ

っても繰り返し与えられる場合には著明な呼吸変化が

現われる．

5．反復音刺戟を加えると，モルモットによっては極

めて粗暴な，不安定な状態を継続するものがある．

6．妊娠モルモットは反復音刺戟を加えられた場合に

は著明な呼吸変化を呈するも，単一な音刺戟を加えら

れた場合には非妊娠モルモットとの間に特別な差異は

みられない．

　4．温度の呼吸運動に雰ぼす：影響

　1．低温の場合

　実験結果は第5表に示すごとくである．

1．摂氏6度から13度までの室温下における呼吸数及

び呼吸状態について観察した．

2．上記の室温のもとでは，1分間の呼吸数は61～78，

平均呼吸数は67である．

3．しかし呼吸状態をみるに大部分のものは不安定か

つ不規則であり，このことは低温になるに従い高度と

なる．

4．なお全身田頭，呼吸乱調の状態を呈して観察を困

難ならしめる場合が多い．

　2．高湿の場合

　実験結果は第6表に示すごとくである．

1．摂氏25度から34度における呼吸数及び呼吸状態に

ついて観察した．

2．上記の室温のもとでは，　1分間の呼吸数は83～

1203平均呼吸数は105で一般に呼吸数は多くなる．

3．呼吸状態は頻速不規則，頻速乱調になり高温にな

るに従いこれが強くなる．

4．モルモットによってその呼吸数がかなり変動する

ことがわかる．

　3．本節総括

1．低温（6。C～13。C）ではモルモットの呼吸数は1

分間61～78で，平均67である．

第　　5　細

砂　号

44

S5

S6

S7

S8

S9

T0

T1

T2

T3

T4

T5

T6

T7

体劃
　　　　性　別
（9）

O
T
3
8
♀
δ
♀
♀
δ
♀
O
↑
6
δ
3
♀

日
皿、
一

室

　Ce

O
O
O
O
n
｝
O
O
O
O
O
O
O
O
O

3
8
2
6
0
8
2
9
1
9
8
7
0
7

玉
　

－
　

趨
1
　

1
　
纏
1
　
　
　
一
且

1分間の呼吸数

1剛2回

2
0
6
2
2
8
2
4
6
1
3
2
4
2

7
7
7
6
6
6
7
6
7
6
6
6
6
6

8
8
4
5
2
7
0
3
8
5
5
4
4
5

7
6
7
6
6
7
7
6
7
6
6
6
6
6

平　均

5
9
5
3
2
2
1
3
7
3
4
3
4
3

7
6
7
6
6
7
7
6
7
6
6
6
6
6

呼吸状態

梢ミ　正常
不　　規　則

梢ζ　正常
時々全身震顛

　　　〃

時々呼吸乱調

　　　〃

不　　規　　則

時々全身定窯

　　　〃

不　規　則

呼吸乱調
不　　規　則

全身志願
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5．呼吸数はモルモットによってかなりの差異がみら

れる．

6．呼吸状態は，頻回不規則，頻速乱調になりこれは

温度の上昇とともに，著明となる．

7．温度のモルモット呼吸数に及ぼす影響は，温度が

低くなるに従い，また高くなるに従い呼吸変化の度は

強い．

2．呼吸数にはモルモットによる差異はあまりみられ

ない．

3．呼吸状態は全般に不規則，乱調となり，全身震頗

を繰り返すのが目立つ，このために呼吸運動の観察が

著しく妨げられる，

4．高温（27。C～34。C）ではモルモットの呼吸数は83

～120平均工05である．

表6第

呼吸状態平均
1分間の呼吸数

1剛2回
温
。

　
e
，

室
性 別

重
　
㈲

体

番号

正　　　常
頻速不規則

正　　　常
頻速梢ζ乱調

頻　　　速
梢ζ　正常

三障不規則

頻速乱調
頻速不規則

光速乱調
　　〃
頻速不規則
速　　　頻

頻速乱調
頻　　　速

頻速乱調

84

X9

W4

P0

O8

W5

X5

X3

O2

O7

P2

X8

X1

W7

X3

Q0

　
　
　
1
　1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
　
1
　1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

84

X4

W3

P
8
、
0
6
8
4
9
5
9
3
9
9
9
9
1
2
9
8
9
0
8
5
9
3
2
0

　
　
　
1
　1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

層
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

84

c…

W6

o
…
…
8
6
9
6
9
4
鵬
瑠
皿
9
8
9
2
8
9
9
4
拗

研
即
僻
㌍
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　5．光線の呼吸運動に及ぼす影響

　100ワット及び40ワットの電球を使用し，これを点

滅し，呼吸運動の変化を実験した．

　1．100ワットの；場合

　実験結果は第7表に示すごとくである．

1．消燈によって著明な呼吸変化を示す．即ち呼吸乱

調，呼吸停止，波動様呼吸，呼吸緩徐，呼吸頻三等が

みられる．

2．消燈中は呼吸緩徐，呼吸頻速がみられるも，特に

著明な呼吸変化は現われない．

3．続いて点燈するとき再び著明な呼吸変化を示す．

即ち呼吸停止，波動様呼吸，呼吸乱調，呼吸頻速撃が

みらるれ．

　2．40ワットの場合

　実験結果は第8表に示すごとくである．

1．消燈によって著明な呼吸変化を示す．即ち呼吸乱

調，呼吸停止，波動様呼吸，呼吸緩徐，呼吸頻速等み

られる．

2．点燈直後に再び著明な呼吸変化を示す．

3．100ワットの場合のように呼吸変化に及ぼす影響

は著明ではない．

　3．本節総括

1．40ワット，100ワット照明下において消燈すると，

著明な呼吸変化がみられる．即ち呼吸乱調，呼吸停

止，波動様呼吸，呼吸緩徐，呼吸頻速等がみられる．こ

の変化は100ワットを使用した場合の方が著明である．

2．再び点燈するときも上述と同様な呼吸変化がみら

れる．

3，消燈中にも幾分呼吸変化はみられるが，点滅の瞬

間時ほど著明ではない．

VI．結 論

　1．正常モルモットの安静位における1分間の呼吸

数は69ないし86，平均73である．

　2．正常モルモットを固定器に腹位に固定せる場合

の1分間における呼吸数は76ないし105で平均85であ

る．

　3．モルモットの雌雄の差，大小の差は呼吸数に何

ら：影響するところがない．

　4．妊娠モルモットでは呼吸数はやや安定性を欠

く．このことは殊に固定しだ場合に目立ちかつ不規則

なことが多い．

　5．飼料を与えた直後，呼吸数を計測するに，呼吸

数はあまり変動しないが，呼吸状態は不規則になる．

殊に固定した場合は著明である．

　6．モルモットは単一な，高い音刺戟を与えると，

極めて鋭敏な呼吸変化を示す．

　7．即ち音刺戟直後に呼吸頻速，呼吸緩徐，呼吸停

止，痙攣状態等の呼吸変化が不規則に現われる．

　8．単一な音刺戟の場合は刺戟音消失とともに間も

なく正常な呼吸運動に復する．

　9．反復音刺戟を与える高い音は勿論，低い音が繰
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り返される場合でも著明な呼吸変化がみられる．

　10．妊娠モルモットでは反復音刺戟を加える場合に

著明な呼吸変化がみられる．単一な音刺戟を与える場

合には非妊娠モルモットとの間に特別な差異はみられ

ない．

　11．摂氏6度～13度までの室温のもとでモルモット

の呼吸数は1分間に61ないし78で，平均呼吸数は67で

あるが呼吸状態は全般に，不規則，乱調となり，最も

著明なことは時々全身乱訴がみられることである。

　12．摂氏20心ないし26度では，呼吸数，呼吸状態は

極めて安定し，一規則的である．

　13．摂氏27度ないし34度では，モルモットの1分間

の呼吸数は83ないし120で，平均105である．耐般に呼

吸状態は，不規則となり，温度が高くなるとともに頻

　　　　　　　　　　　●速乱調になる．

　14．モルモットの呼吸運動は摂氏20度～26度におい

て最も安定し；かつ規則的である．

　15．モルモットは室内照明に使用する電球，100ワ

ット，40ワットをそれぞれ点滅させると著明な呼吸変

化を示す．

　16．電球の点滅はモルモ；ントの呼吸運動に影響を与

えるが，消燈中または点燈中のごとく条件が一定であ

るときは呼吸運動は規則的である．

　17．100ワットの電球を点滅する場合は40ワットの

電球を点滅する場合より呼吸変化は幾分強く現われ

る．

　以上の基礎実験からモルモットの呼吸を観察するに

は次のような条件下において行なわれることがのぞま

しい．即ち

　1．飼料を与えた直後はさけ，空腹時に行なうよう

にする，

2．できるかぎり音刺戟をさげるようにつとめる．

3．室温は27。C～34。Cであること．

4．照明は常に一定，不変であること．

附　図　1
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第・2編　モルモットの嗅刺戟性呼吸反射

1。緒 言

　第1編でモルモットの呼吸運動について種々実験検

討し，モルモットが呼吸生理の実験に使用するととが

できる動物であることを確認しえたので，本編におい

ては，モルモットの嗅刺戟に対する呼吸運動φ変化，

即ち嗅反射について検討したのでその実験成績を報告

する．　　　　．

五．実験材料及び実験方法

1．実験材料

1．実験動物

第1編において述べたような条件に一致したモルモ

ットを使用した．実験に使用した嗅素はZwaafdema・

kefの分類によるところの①純嗅素としては，アミー

ルアセタ「ト，ヘリオト戸一ププグアヤコール，ピリ

ヂン，カプロン酸，ニトロベンゾール，スカトール

で，第4類継継香鷹，第5類メルカプタンは，前者は

入手できず，後者はその悪臭のあまりに強きにすぎ，

種々障害があったので実験に使用しなかった．②粘膜

刺戟性嗅素としては四塩化炭素，三三酸を使用した．

　2，実験装置

　第1凹凹4章に述べた通りである．

　3．実験方法


